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2Kp-9　　　　人体に着用された衣服のガウスの曲率分布
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　【目的】衣服設計において、人体の表面形状と人体に着用された衣服の表面形状との関係

を知ることは重要である。本研究では、ガウスの曲率を用いて衣服の表面形状を客観的に

把握することを試みた。計算機を用いた着装シミュレーションを行い、人体に着用された

衣服の安定な形状でのガウスの曲率分布を色表示することによって、着装状態の衣服の形

状を曲率の立場から視覚的にとらえ、検討することを目的とした。

　【方法】まず、メタボール人体モデル（三次元空間に定義された濃度球の集合体で形作ら

れているモデル）に衣服を着装させた形状をシミュレーションにより求めた。着装シミュ

レーションに用いた衣服は、長袖上衣、セミタイトスカート、長ズボンである。次に、衣

服を三角形要素で近似したときの各節点の三次元座標値から、着装状態での衣服表面のガ

ウスの曲率を算出した。ガウスの曲率は、筒状のものはゼロ、球状のものはプラスの値、

鞍状のものはマイナスの値をとる。さらに、これらを視覚的にとらえ易くするために、着

用させたこれらの衣服表面のガウスの曲率分布を、プラスの部分は赤で、マイナスの部分

は青で色表示した。

　【結果】人体に着用された衣服では、縫合部分、およびその周辺で衣服表面のガウスの曲

率のプラス、マイナスが強く表れた。ガウスの曲率分布の色表示から、着装状態における

長袖上衣、セミタイトスカート、長ズボンの表面形状の特徴を視覚的に把握することがで

きた。
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　目的　衣服製作にあたって縫合部の縫い目割りの良否は、布地のメーキングァップ性お

よび可縫性の上から、シルエットや縫い目の美しさにも影響するものとして極めて重要で
ある。これまで、布地のメーキングアップ性に関しては、可縫性殊にシームパッカリング

について研究がなされ成果も上がっているが、縫い目割り、特に合成繊維を素材とする布
地の縫い目割りの研究は十分ではない。本研究では、合繊婦人用服地を用い縫製条件の違
いによる縫い目割りの良否を定量的にとらえることを試み、さらに布地の構造や、力学的
特性との関係を検討するものである。

　方法　試料布はポリエステル１００％のもの５種を用い、家庭用ミシンにて縫合後、ア
イロンにて縫い目を割る。アイロンかけ条件は、家庭用アイロンにより、アイロン温度１

４０～！5 0°、時間1 0秒、自重（1. 4 5 kg／1 ６ Ocm^）とした。縫製条件は、縫
い方向タテ、ヨコ、バイヤス、縫い代幅1.0、1.5､2.0cin、針目数４日／ｃｍである。縫い目

割り測定は、マイクロスコープにより、縫い目の縫い代の最高高さ（HI）、縫い目の縫
い代の端高さ（H2）、縫い目の持ち上がり高さ(H3）を測定した。一方、布地の構造（
厚さ）、力学的特性（曲げ剛さ）を測定し、布地の物性との関係を検討した。

　結果　縫製条件では、縫い代幅の違いにより縫い代は、大別すると縫い代幅が少ない場
合はv型およびU型を呈し、前者は厚い布地、後者は薄い布地に見られる。縫い代幅が多

くなると縫い代はず型を呈する。布地の物性との関係では、厚さが増すとHI､H2、H3、
いずれも大きくなり、曲げ剛さにおいても同様の傾向が認められる。
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